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もしもあなたが、病気や障害のために身体を動かせなくなったとしたら、どんな

人生を想像しますか？

映画が映し出したのは、ふつうの街で、ふつうの生 活を送る人ひ、と。特別なととと

いえば、呼吸するための道具・人工呼吸器を使用しているととくらい。淡々と

その生活を映し出し、歩んできた人生を見つめた時、浮かんできたのは日常の

尊さ。たくさんの支援が必要だから乙そ、多くの人に出会え、自由に動く乙とが

できないからとそ、生きであるととに感動する。じんわりとととろを揺する、

人と人とが織りなす物語。

もしもあなたに、思うよ うに身体を動かせない、そんな日が来た時は思い出して

ほしいのです。映画の中を駆け抜けていた、風の音を。

その風に包まれた人と人とが、支えあいながら生きていたという ととを。

在宅用の人工呼吸器が現れたのは 1975年頃、

1台 200万円以上する呼吸器を自費で購入する

などして自宅へ持ち帰るしかなく、在宅へ戻る

ケースは稀であった。しかし 1990年、診療報酬

の改定により、病院から呼吸器をレンタルできる

サービスが整備されたととで在宅生活への道が

大きく聞ける。

そして「病院から在宅へ」という医療改革の

流れの中、在宅人工呼吸器利用者は現在約 2万人

にまで増えている。（出典：厚労省

平成26年社会医療診療行為別調査）
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